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時
代
祭
は
葵
祭
（
五
月
）、

祇
園
祭
（
七
月
）
と
並
ぶ

｢

京
都
三
大
祭｣

の
一
つ
で
、

平
安
神
社
の
大
祭
で
す
。
平

安
神
宮
の
創
建
と
平
安
遷
都

千
百
年
を
奉
祝
す
る
行
事
と

し
て
、 

一
八
九
五
年
（
明
治

二
十
八
年
）
に
始
ま
り
ま
し

た
。
桓
武
天
皇
が
七
九
四
年

（
延
暦
十
三
年
）
に
長
岡
京
か

ら
平
安
京
に
都
を
移
さ
れ
た

日
を
「
京
都
の
誕
生
日
」
と

し
て
十
月
二
十
二
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

時
代
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

あ
る
時
代
行
列
は
、
東
京
遷

都
以
前
の
京
都
の
歴
史
と
文

化
を
ひ
と
め
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
と
提
案
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
現
在
は
八
つ

の
時
代
を
二
十
列
、
笛
・
太

鼓
を
奏
で
る
山
国
隊
を
先
頭

に
、
牛
や
馬
を
含
む
総
勢
約

二
千
名
規
模
に
な
っ
て
い
ま

す
。
時
代
列
の
長
さ
は
約
二

キ
ロ
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

京
都
御
所
・
建
礼
門
前
か
ら

平
安
神
宮
ま
で
を
約
二
時
間

半
か
け
て
巡
礼
し
ま
す
。

綿
密
な
時
代
考
証
を
重
ね

ら
れ
た
衣
装
・
祭
具
・
調
度

品
は
一
万
二
千
点
に
も
及

び
、
京
の
伝
統
の
技
を
持
っ

て
、
明
治
・
江
戸
・
安
土
桃
山
・

室
町
・
吉
野
・
鎌
倉
・
藤
原
・

延
暦
の
時
代
を
細
部
ま
で
再

現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
豪
華

絢
爛
の
行
列
は
ま
さ
に｢

生

き
た
時
代
絵
巻｣

で
す
。
し

か
し
、
千
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
葵
祭
・
祇
園
祭
に
比
べ

る
と
ま
だ
ま
だ
歴
史
が
浅
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
平
安
講
社
か
ら
選
ば
れ

た
人
た
ち
が
、
各
時
代
で
活

躍
し
た
人
物
に
扮
し
参
列
さ

れ
ま
す
、
江
戸
時
代
で
は
和

宮
や
吉
野
太
夫
、
安
土
桃
山

時
代
で
は
織
田
信
長
や
羽
柴

秀
吉
、
室
町
時
代
で
は
馬
上

の
足
利
将
軍
、
吉
野
時
代
で

は
楠
木
正
成
や
静
御
前
、
鎌

倉
時
代
で
は
流
鏑
馬
列
、
藤

原
時
代
で
は
平
安
時
代
夫
人

列
に
京
都
花
街
の
芸
子
さ
ん

が
巴
御
前
、
常
盤
御
前
・
紫

式
部
・
清
少
納
言
・
小
野
小

町
な
ど
に
扮
し
行
列
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。

時
代
祭
と
同
じ
十
月

二
十
二
日
の
夜
に
は
、
奇
祭

｢

鞍
馬
の
火
祭
り｣

が
由
岐
神

社
一
帯
で
行
わ
れ
ま
す
。
世

の
平
安
を
願
っ
て
、
鞍
馬
の

住
民
が
松
明
の
火
の
粉
を
撒

き
な
が
ら
鞍
馬
神
社
へ
と
向

か
う
光
景
は
圧
巻
で
す
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

京
都
府
支
部

―
生
き
た
時
代
絵
巻
―

時
代
祭

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
北
見
地
区
支
部
）
石
沢
一

徳
、
上
石
直
恭
（
遠
紋
地
区

支
部
）
生
駒
弘
幸
、
海
野
功
、

柿
丸
訓
、
山
脈
文
化
協
会
理

事
長
工
藤
敏
広
、
高
橋
清
美
、

西
川
則
行
（
弘
前
支
部
）
三

浦
一
雄
（
岩
手
県
）
白
銀
照

男
（
岩
手
県
南
支
部
）
石
川

東
久
、
伊
藤
文
雄
、
高
橋
正

受
（
宮
城
県
支
部
）
坂
上
満

（
秋
田
支
部
）
桑
村
忠
良
（
福

島
県
支
部
）
飯
村
守
、
佐
藤

晃
正
、
山
﨑
純
子
（
宇
都
宮

支
部
）
圓
子
新
一
郎
、
吉
岡

和
昭
（
栃
木
県
南
支
部
）
浦

野
憲
夫
、
古
川
克
美
（
高
崎

支
部
）
清
水
仁
、
鈴
木
信
、

堀
越
幸
信
、
松
本
孝
一
、
宮

澤
代
美
子
、
森
島
達
夫
（
千

葉
県
支
部
）
高
橋
弘
吉
（
台

東
区
支
部
）
青
木
公
子
、
山

越
昌
（
渋
谷
支
部
）
芦
沢
幸

香
、
朝
倉
恭
平
、
岡
田
珠
紀
、

鈴
木
研
耀
、
川
面
一
好
、
坂

井
か
ず
ひ
こ
、
酒
林
光
姫
、

佐
々
木
理
那
、
立
尾
隆
馬
、

内
田
嘉
人
、
藤
村
久
一
、
藤

村
浩
子
、
森
瑞
稀
（
北
区
支

部
）
荻
原
由
枝
（
板
橋
支
部
）

鎌
田
悦
子
（
葛
飾
支
部
）
栗

本
享
子
、
佐
藤
菊
宏
、
佐
野

政
子
、
澤
目
和
子
（
西
東
京

支
部
）
池
澤
隆
史
、
木
村
光

宏
、
野
島
貞
夫
、
山
田
忠
良
、

山
田
基
樹
、
河
田
諭
（
小
田

原
支
部
）
斎
藤
真
由
美
（
愛

知
県
支
部
）
梅
村
勝
重
、
檜

林
玉
江
、
水
野
ひ
ろ
み
（
愛

知
県
名
古
屋
支
部
）
伊
藤
智

子
、
奈
須
加
代
子
（
福
岡
県

筑
豊
支
部
）
中
村
博
文
、
宮

崎
一
雄
（
佐
賀
県
唐
津
支
部
）

坂
本
一
孝
、
野
嵜
英
子
（
大

分
県
大
分
支
部
）
岩
田
美
佐

子
、
江
藤
英
、
佐
知
真
由
美
、

清
水
進
正
、
羽
田
野
信
子
、

豊
後
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
、
秋
重

芳
子
、
安
井
カ
オ
ル
、
湯
田

国
男
（
大
分
県
竹
田
支
部
）

神
田
定
義
、
志
賀
和
博
、
秦

栄
一

（
令
和
４
年
４
月
〜
令
和
４

年
８
月
末
日
迄
入
会
者
）

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
東
京
都
新
宿
支
部

第
二
十
一
回
善
行
会
杯
・

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

開
会
②

支
部
長
　
前
田
哲
也

令
和
四
年
秋
の
善
行
会
杯

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
新
宿

区
サ
ッ
カ
ー
連
盟
と
協
力
し

て
第
二
十
一
回
の
開
催
に
な

り
ま
し
た
。（
第
一
回
は
平

成
十
四
年
）
九
月
か
ら
始

ま
っ
た
予
選
リ
ー
グ
戦
は
順

調
に
進
み
、
十
月
か
ら
は
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
始
ま

り
ま
す
。
台
風
の
影
響
で
延

期
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

天
候
も
よ
く
進
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
整
備
さ
れ
た

人
工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
を
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
広
々
と
感

じ
ら
れ
て
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の

配
慮
さ
れ
た
、
あ
り
が
た
い

善
行
会
杯
大
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

小
学
一
年
生
大
会
が
十
三

チ
ー
ム
と
小
学
二
年
生
大
会

が
二
十
一
チ
ー
ム
、
共
に

フ
ッ
ト
サ
ル
六
人
制
の
ゲ
ー

ム
で
す
。
ま
た
グ
ラ
ン
ド
内

に
も
両
親
や
親
族
も
入
れ
る

よ
う
に
な
り
明
る
い
声
援
が

聞
こ
え
、
こ
の
雰
囲
気
が
自

然
な
姿
だ
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

教
え
ら
れ
て
！

福
岡
県
大
宰
府
市

桑
野
　
英
則

こ
の
度
は
、
特
別
善
行
金

章
を
賜
り
身
に
余
る
光
栄
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
少
年

補
導
員
、
少
年
指
導
委
員
、

市
相
談
員
と
し
て
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
の
巡
回
や
夜
間
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
が
昔
と
違
い
今
で
は
子

ど
も
た
ち
に
会
う
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
遊
び
も

変
わ
り
部
屋
で
ゲ
ー
ム
に
夢

中
な
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
た
ち
と
の
深
い
関
わ
り
で

は
大
宰
府
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
す
。
こ
の

ク
ラ
ブ
は
市
内
の
中
高
校
生

の
集
ま
り
で
、
夏
休
み
に
小

学
生
対
象
の
二
泊
三
日
の

キ
ャ
ン
プ
、
子
ど
も
会
の
要

請
で
レ
ク
等
を
行
っ
て
い
ま

新
宿
区
少
年
サ
ッ
カ
ー
連

盟
の
コ
ー
チ
・
審
判
・
関
係

者
の
青
少
年
育
成
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。
決
勝
戦
ま
で

残
り
二
日
。
決
勝
戦
で
は
新

宿
支
部
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
手
渡
さ
れ
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
善
行
会
杯
・
中
学
生
新
人

戦
大
会
は
十
一
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
二
年
中
断
の
再
開
）

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

善
行
金
章
を
受
賞
し
て

群
馬
県
高
崎
市戸

塚
　
信
子

こ
の
度
、
思
い
も
か
け
な

い
善
行
金
章
を
い
た
だ
き

感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昭

和
五
十
八
年
よ
り
婦
人
会

に
所
属
し
、
会
の
信
条
で
あ

る
「
地
域
の
す
べ
て
の
人
々

の
幸
を
願
っ
て
陰
の
力
と

な
り
常
に
よ
り
良
い
奉
仕

金

　
　章

が
出
来
る
よ
う
努
力
す
る
」

を
守
り
、
青
少
年
問
題
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
、
青
少
年
補
導
を
十
五
年

努
め
、
赤
十
字
奉
仕
団
で

は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を

人
々
に
御
願
い
し
、
献
血

ル
ー
ム
の
お
手
伝
い
、
福
祉

問
題
で
は
こ
の
度
、
県
の

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
功

労
賞
を
授
与
、
環
境
問
題

で
は
、
市
の
姉
妹
都
市
チ
ェ

コ
の
プ
ル
ゼ
ニ
の
環
境
会

議
に
出
席
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
、
ゴ
ミ
の
減
量
又
食
品

ロ
ス
問
題
等
私
達
の
活
動

を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
私

は
邂
逅
（
か
い
こ
う
）
と
い

う
言
葉
が
大
好
き
で
す
。
会

で
、
す
ば
ら
し
い
日
々
を
共

有
し
沢
山
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
、
学
ん
だ
事
、
経
験
し

た
事
、
多
目
的
に
活
動
し
て

き
た
事
が
、
今
思
え
ば
章
を

い
た
だ
い
て
、
糧
に
な
っ
た

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
は
希
望
あ
る
限
り
若
く
、

す
。
そ
の
為
の
技
術
の
向
上

を
目
指
し
研
修
や
合
宿
を
行

い
ま
す
。
体
力
や
精
神
力
養

成
の
為
五
十
キ
ロ
オ
ー
ル
ナ

イ
ト
ハ
イ
ク
を
隔
年
行
い
ま

す
。
私
達
育
成
会
は
活
動
を

見
守
っ
て
い
ま
す
が
、
感
受

性
が
強
い
中
高
校
生
の
六
年

間
の
成
長
は
素
晴
ら
し
く
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
教

え
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち

が
立
派
な
社
会
人
に
な
り
各

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
話
を

聞
く
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

失
望
と
共
に
老
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
金
章
を
励
み
に
意
欲
的

に
活
動
を
続
け
て
生
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


